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7 年

石川県商工会連合会会報 企業の皆様にお知らせしたい情報を随時
https://shoko.or.jpに掲載しています。

ニッポン全国物産展2024で
能登の復興をアピール 門前町の仮設商店街

能登半島地震・豪雨災害からの復興に向けて

のとじま水族館に
イルカが戻ってきた

北國新聞社提供　

４月６日、のと鉄道が全線再開

能登町・あばれ祭
北國新聞社提供　「語り部列車」が運行
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令
和
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
、
商
工
会
事
業

の
円
滑
な
推
進
に
、
格
別
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
能
登
半
島

地
震
、
奥
能
登
豪
雨
と
、
未
曽

有
の
災
害
が
重
な
り
、
極
め
て

厳
し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
は
、
地
震
発
生
直
後

か
ら
被
災
状
況
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
全
国
の
商
工
会

か
ら
の
応
援
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
被
災
事
業
者
に
寄
り
添
い
、

国
、
県
、
市
町
に
よ
る
各
般
の

施
策
の
活
用
を
促
し
、
事
業
再

開
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
況
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
事
業
者
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
復
旧
・
復
興
の
道
の
り

は
長
く
、
行
政
の
た
ゆ
ま
ぬ
支

援
は
も
と
よ
り
、
商
工
会
と
し

て
も
、
継
続
し
て
積
極
的
な
支

援
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
県
商
工
会
地
域
の
中
小
企

業
景
況
調
査
で
は
、
産
業
全
体

の
売
上
額
・
採
算
・
資
金
繰
り

の
景
気
動
向
指
数(

Ｄ
Ｉ)

は
、

地
震
発
生
直
後
の
一
〜
三
月
期

こ
そ
大
幅
に
悪
化
し
た
も
の
の
、

そ
の
後
は
改
善
を
示
し
て
お
り

ま
す
。

　

た
だ
、「
今
後
の
見
通
し
」

指
数
で
は
、
売
上
額
は
改
善
す

る
と
し
な
が
ら
も
、
採
算
・
資

金
繰
り
は
悪
化
す
る
と
予
想
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
原
材
料
・
仕
入
価

格
の
高
騰
及
び
災
害
の
影
響
に

よ
る
将
来
の
不
安
に
加
え
、
税

制
・
労
働
法
制
の
見
直
し
、
デ

ジ
タ
ル
化
や
最
低
賃
金
の
引
上

げ
な
ど
の
事
業
環
境
変
化
へ
の

対
応
、
販
路
開
拓
や
生
産
性
向

上
、
事
業
承
継
な
ど
、
経
営
課

題
へ
の
取
り
組
み
等
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
現
状
の
現
れ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
十
一

月
の
第
六
十
四
回
県
商
工
会
大

会
で
は
、「
令
和
六
年
能
登
半

島
地
震
及
び
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
の
促
進
」
を
は
じ

め
と
す
る
重
要
五
項
目
の
提
言

を
、
出
席
者
の
総
意
を
も
っ
て

決
議
し
、国
、県
等
関
係
機
関
に

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

商
工
会
は
、
被
災
事
業
者
の

復
旧
・
復
興
支
援
は
も
と
よ
り
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が

直
面
す
る
経
営
課
題
や
事
業
環

境
変
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
引

き
続
き
支
援
し
、
地
域
活
力
の

源
泉
で
あ
る
事
業
者
の
経
営
の

安
定
と
成
長
を
支
え
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
地
元
行
政
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様

に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
地
域
経
済
の

発
展
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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令
和
七
年
の
新
春
を
迎
え
、

皆
様
に
は
、
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
県
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

県
政
史
上
未
曽
有
の
大
災
害

と
な
っ
た
令
和
六
年
能
登
半
島

地
震
の
発
生
か
ら
、
一
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
県

内
外
か
ら
の
多
く
の
方
々
の
支

援
を
頂
き
、
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

県
で
は
、
発
災
直
後
か
ら
、

被
災
者
の
救
助
や
生
活
支
援
、

各
種
イ
ン
フ
ラ
の
応
急
復
旧
に

加
え
、
被
災
さ
れ
た
事
業
者
の

生
業
の
再
建
へ
向
け
た
取
組
を

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
九
月
に
は
令
和
六

年
奥
能
登
豪
雨
に
よ
り
再
び
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
、
復
興
へ

の
道
の
り
は
長
く
険
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
六
月
に
策

定
し
た
「
石
川
県
創
造
的
復
興

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
、
国
、
被
災
市
町
と
緊
密
に

連
携
し
、
一
日
も
早
い
復
興
に

向
け
て
、
様
々
な
課
題
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

能
登
の
地
域
経
済
を
支
え
、

能
登
の
生
活
・
文
化
を
形
成
す

る
生
業
の
再
建
な
く
し
て
能
登

の
復
興
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
発
災
以
降
、「
な

り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
」
に

よ
る
本
復
旧
の
支
援
に
加
え
、

早
期
の
営
業
再
開
の
た
め
の
仮

設
施
設
等
の
整
備
を
支
援
す
る

「
営
業
再
開
支
援
補
助
金
」
等

の
補
助
金
、
能
登
と
金
沢
に
開

設
し
て
い
る
事
業
者
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
相
談
対
応
な
ど
、

生
業
の
再
建
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奥
能
登
豪
雨
に
つ
い

て
は
、
地
震
に
よ
る
傷
が
癒
え

な
い
中
で
発
生
し
た
極
め
て
異

例
な
複
合
災
害
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
及
び
県
に
お
い
て
、
豪

雨
に
よ
る
被
災
事
業
者
に
対
し

て
も
、
地
震
と
同
様
の
手
厚
い

支
援
施
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
切
れ
目
な
く
必
要

な
措
置
を
講
じ
、
能
登
の
生
業

の
再
建
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
、
度
重
な
る
災
害
に
加
え
、

デ
ジ
タ
ル
や
グ
リ
ー
ン
な
ど
高

度
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
ほ
か
、

物
価
高
騰
や
人
手
不
足
が
続
く

な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
が
一
日
も

早
く
生
業
を
再
建
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
と

と
も
に
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
庁

や
支
援
機
関
等
と
の
連
携
に
よ

る
伴
走
支
援
の
強
化
や
、
賃
上

げ
の
取
組
へ
の
県
独
自
の
上
乗

せ
支
援
な
ど
、
将
来
の
成
長
に

向
け
た
取
り
組
み
も
し
っ
か
り

と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
明
る
い
展
望
の
持

て
る
年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

県
政
に
対
す
る
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 
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商
工
会
の
力
を
結
集
し

商
工
会
の
力
を
結
集
し

能
登
の
早
期
復
旧
・
復
興
と
企
業
の
持
続
的
発
展
を

能
登
の
早
期
復
旧
・
復
興
と
企
業
の
持
続
的
発
展
を

　

石
川
県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
一
月
一
日
、
石
川
県
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
本
館
に
お
い
て
第
六
十
四
回
石
川
県
商
工
会
大
会

を
開
催
。
商
工
会
役
職
員
を
中
心
に
約
四
百
名
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
は
、「
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
宮
城
県
女
川
町 

青
山
貴
博
氏
が
「
女
川
町
の
復

興
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
し
、
続
い
て
、
青
年
部
・
女
性

部
か
ら
各
一
名
が
被
災
事
業
者
と
し
て
発
表
し
た
。
第
二
部
で
は
、

「
表
彰
式
」
を
行
っ
た
後
、「
大
会
決
議
」
を
採
択
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
長
基
健
司

県
連
合
会
長
は
「
能
登
半
島
地

震
の
発
生
後
、
被
災
事
業
者
の

な
り
わ
い
再
建
に
向
け
て
、
様

々
な
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
、
よ

う
や
く
事
業
再
開
の
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
と
し
た
矢
先
、
豪
雨

が
奥
能
登
を
襲
い
、
能
登
復
興

の
道
は
よ
り
厳
し
く
な
っ
た
。

加
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原

材
料
費
の
高
騰
、
深
刻
な
人
手

不
足
な
ど
、
対
応
す
べ
き
課
題

は
山
積
し
て
い
る
。
商
工
会
は
、

災
害
対
応
を
は
じ
め
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
経
営
課
題
に
取
り

組
む
事
業
者
に
寄
り
添
い
、
支

え
て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
、

馳
浩
県
知
事
、
佐
々
木
紀
衆
議

院
議
員
、
宮
本
周
司
参
議
院
議

員
、
小
森
卓
郎
衆
議
院
議
員
、

善
田
善
彦
県
議
会
議
長
、
矢
田

富
郎
県
町
長
会
長
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
、

喜
多
浩
一
県
市
議
会
議
長
会
長
、

七
田
満
男
県
町
村
議
会
議
長
会

長
、
寺
島
昭
㈱
日
本
政
策
金
融

公
庫
金
沢
支
店
長
、
石
田
雅
裕

県
信
用
金
庫
協
会
長
、
山
出
光

司
県
経
営
支
援
課
長
、
県
選
出

国
会
議
員
（
代
理
）
に
ご
臨
席

を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
二
百
三
十
七
の
個

人
、
企
業
、
商
工
会
に
対
す
る

表
彰
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
田

向
公
一
県
連
合
会
副
会
長
が
、

「
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
及

び
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
の
促
進
」
な
ど
、
五
項
目
の

提
言
に
つ
い
て
説
明
し
、
上
杉

幸
司
県
青
年
部
連
合
会
長
が
決

議
文
を
朗
読
、
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
沢
田
隆
県
連
合
会

副
会
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ

閉
会
し
た
。

県知事表彰
高木作之氏・穴水町（右）

講演会
青山貴博氏・宮城県女川町

被 

表 

彰 

者

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

 
(　

)

内
は
所
属
商
工
会

石
川
県
知
事
表
彰

〇
商
工
会
役
職
員
功
労
者

・
役
員
功
労
者

（
川
北
町
）
宗
田
正
実
、（
鶴
来
） 

西
山
憲

隆
、(

白
山
） 

村
修
一
、（
森
本
） 

辻
 村
清

人
、（
内
灘
町
） 

中
村
睦
、（
志
賀
町
） 

鳥

越
正
幸
、（
能
登
鹿
北
）
吉
川
信
行
、（
穴

大　
　

会　
　

決　
　

議

一　

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
の
促
進

一　

地
域
経
済
の
根
幹
を
な
す
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支

援
す
る
大
型
経
済
対
策
の
実
施

一　

事
業
者
が
活
用
し
や
す
い
各
種
制
度
の
改
正
・
拡
充

一　

地
域
産
業
の
振
興
と
産
業
基
盤
の
整
備
強
化

一　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
商
工
会
の
体
制
強
化

水
町
）
高
木
作
之

・
女
性
部
役
員
功
労
者

（
鶴
来
） 

太
磨
照
美

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〇
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

（
能
美
市
） 

中
村
隆
司
、
矢
野
隆
二
、
橋

本
和
彦
、
西
亭
名
生
左
、（
山
中
）  

浅
田

裕
子
、（
美
川
） 

堀
内
誠
、（
鶴
来
） 

上
源

英
樹
、（
白
山
） 

木
津
也
寸
志
、（
野
々
市

市
） 

中
川
隆
彦
、
川
緑
清
美
、（
森
本
） 

越

田
正
美
、
小
野
口
香
織
、
西
田
章
夫
、（
羽

咋
市
） 

吉
川
小
奈
恵
、
鈴
木
清
江
、
矢
部

美
恵
子
、（
志
賀
町
） 

黒
田
和
行
、
宝
達

泉
、（
宝
達
志
水
町
） 

桶
屋
敏
、東
海
仁
志
、

寺
西
正
浩
、
河
島
典
昭
、
松
田
節
子
、
伊

藤
明
子
、（
中
能
登
町
） 

小
坂
桂
造
、
北

野
江
美
、
中
山
一
美
、
山
口
明
良
、
川
口

英
明
、
松
田
恵
、
豊
島
英
也
、
今
野
和
高
、

法
橋
三
千
代
、
中
居
義
晴
、
毎
田
大
輔
、

吉
田
良
紀
、
竹
田
友
和
、
越
野
昌
美
、
竹

津
正
康
、亀
山
久
夫
、（
能
登
町
） 

数
馬
孝
、

薮
下
か
つ
代
、
大
町
学
、
中
村
昇
、
瀧
満

則石
川
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〇
県
連
合
会
功
労
者

（
商
工
会
連
合
会
）
田
上
好
道

〇
商
工
会
功
労
者

（
能
美
市
）
本
裕
一
、（
川
北
町
）
小
野
島

政
孝
、（
野
々
市
市
） 

魚
住
正
栄
、（
能
登

町
）
酒
屋
利
信

〇
商
工
会
役
職
員
功
労
者

・
役
員
功
労
者

（
能
美
市
）
坂
井
浩
明
、（
山
中
）
中
谷
伊

佐
雄
、（
川
北
町
）波
奈
政
幸
、中
野
裕
、（
美

川
）
田
中
一
峰
、
山
口
泰
宏
、
北
田
吉
弘
、

桜
田
剛
、（
鶴
来
）
村
上
治
雄
、
小
寺
悟
、

安
達
拓
史
、
坂
井
伸
一
、
森
政
人
、
町
享

治
、（
野
々
市
市
）
寺
西
誠
二
、
小
林
慶

一
、
小
西
利
明
、
宮
森
恒
成
、
田
中
一
博
、

（
か
ほ
く
市
）
二
口
勝
博
、
塩
本
亘
、
長

田
淳
、
中
本
八
大
郎
、
宮
崎
実
、（
森
本
）
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秋
の
叙
勲
に

 

魚
住 

正
栄 

氏

　

令
和
六
年
秋
の
叙
勲
に
お

い
て
、
元
野
々
市
市
商
工
会

長
の
魚
住
正
栄
氏
が
旭
日
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
米
穀

卸
小
売
業
に
精
励
す
る
と
と

も
に
、
野
々
市
市
商
工
会
長

等
の
要
職
を
歴
任
し
、
地
域

産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

篠
原
正
、
小
林
美
穂
、
鈴
木
典
之
、
伊
徳

一
仁
、
木
野
昇
、
鷹
箸
直
樹
、（
津
幡
町
）

藤
江
靖
、（
内
灘
町
）
小
林
清
、鈴
木
賢
一
、

（
羽
咋
市
）
坂
室
英
仁
、（
富
来
）
平
謙
一
、

中
林
琢
也
、
寺
井
強
、（
志
賀
町
）
北
喜

幸
、
花
島
守
男
、（
宝
達
志
水
町
）
松
田

健
一
、
近
藤
文
芳
、
谷
口
義
則
、（
能
登

鹿
北
） 

杉
森
修
平
、
渡
邊
宗
和
、
丸
田
博

乙
、（
中
能
登
町
） 

武
原
俊
彦
、（
穴
水
町
）

苗
代
勇
仁
、山
崎
与
志
雄
、小
坂
孝
純
、（
能

登
町
）
河
村
伊
佐
夫

・
優
良
職
員

（
能
美
市
）
𠮷
岡
崇
、（
商
工
会
連
合
会
） 

馬
場
瑞
穂

〇
女
性
部
役
員
功
労
者

(

川
北
町)

大
口
昭
子
、(

森
本)

髙
松

嘉
代
、(

羽
咋
市)

坂
井
芳
美
、(

能
登

鹿
北) 

成
田
真
喜
子
、(

穴
水
町)

舞
谷

裕
美

〇
地
域
貢
献
企
業

(

能
美
市
）
㈲
ヤ
マ
ダ
フ
ォ
ト
、(

川
北

町
）
手
取
土
建
材
料
㈱
、(

美
川
）
㈲
ア

カ
イ
ホ
ー
ム
、
美
川
刺
繍
工
芸
㈱
、(

鶴

来
）
㈲
明
光
造
園
、
㈱
鶴
来
電
気
商
会
、

(

白
山
）
㈱
栄
商
事
、(

野
々
市
市
）
㈲

ア
サ
ヒ
ヤ
印
刷
、㈱
新
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、

(

か
ほ
く
市
）
㈱
菊
地
家
具
製
作
所 

、
㈱

多
川
製
作
所
、
㈱
高
松
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、

(
森
本
）
㈱
城
北
マ
イ
カ
ー
、
㈲
保
田
塗

装
店
、(
内
灘
町
）
㈲
ク
レ
ア
繊
維
、
㈲

北
カ
バ
リ
ン
グ
工
業
、(

羽
咋
市
）
ア
ル

プ
ス
工
業
㈱
、
㈱
タ
イ
ヤ
オ
ー
ル
、
㈲
能

登
環
境
、(

宝
達
志
水
町
）
谷
口
製
菓
㈲
、

近
岡
屋
醤
油
㈱
、(
能
登
鹿
北
） 

山
下
水

産
、
福
井
自
動
車
商
会
、(
中
能
登
町
）

高
瀬
樹
脂
工
業
㈱
、
㈲
シ
ャ
ル
ム
、(

能

登
町
）
芳
野
欽
之
税
理
士
事
務
所

〇
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

(

能
美
市
）
浅
井
桂
伸
、
大
村
佳
史
、
奥

村
真
人
、
三
谷
孝
好
、
酒
井
俊
也
、
下
道

直
美
、大
橋
薫
、吉
岡
真
寿
美
、北
野
友
隆
、

田
中
秀
典
、
牧
口
諒
、
東
秀
聡
、
西
田
一

平(

川
北
町
）
宮
崎
誠
、八
陳
利
夫
、(

白

山
）
冨
山
剛
司
、
村
下
修
平
、(

か
ほ
く

市
）
松
井
清
卓
、
小
杉
憲
生
、
山
本
善
孝
、

(

森
本
）
開
口
信
之
、(

津
幡
町
）
松
下

弘
和
、(

内
灘
町
）
谷
内
上
浩
美
、
松
谷

香
苗
、 (

羽
咋
市
）
杉
本
義
明
、
高
木
博

充
、田
夛
圭
一
郎
、山
田
浩
司
、荒
木
伸
一
、

木
村
一
也
、
岡
田
兆
功
、
橘
静
子
、
岩
見

美
香
子
、
土
田
敦
子
、
守
田
早
苗
、
瀬
端

冨
美
子
、
富
田
倫
子
、
矢
野
由
美
子
、
永

野
美
知
子
、
寺
西
正
尚
、
吉
田
知
宏
、
松

田
真
和
、
丹
羽
俊
文
、(

宝
達
志
水
町
）

生
野
博
行
、
松
田
結
香
里
、(

能
登
鹿
北
） 

海
老
口
将
宏
、常
光
晃
志
、濱
嵜
晃
子
、(

中

能
登
町
）池
田
健
成
、多
賀
正
哉
、浦
公
久
、

吉
野
智
佳
子
、
久
保
麻
美
、
宮
崎
小
百
合
、

羽
部
美
弥
子
、
鶴
田
真
由
美
、
喜
作
義
昭
、 

(

能
登
町
）
上
野
和
久
、
滝
上
敬
子
、
海

岸
一
彦
、
野
村
正
実

〇
商
工
貯
蓄
共
済
事
業

　

優
秀
商
工
会

第
一
位　

か
ほ
く
市
商
工
会　

第
二
位　

能
美
市
商
工
会

第
三
位　

鶴
来
商
工
会

第
四
位　

志
賀
町
商
工
会

第
五
位　

能
登
町
商
工
会

〇
商
工
会
優
秀
支
援
事
例
表
彰

・
最
優
秀
賞

（
富
来
）
中
山
拓
郎

・
優
秀
賞

（
鶴
来
）
山
内
秀
明
、（
白
山
）
辻
秀
樹
、(

か

ほ
く
市
）
今
西
真
、（
宝
達
志
水
町
）
源

和
宏

石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰

〇
青
年
部
優
良
役
員

（
能
美
市
）
中
川
朋
、
高
見
勇
士
、
田
川

陽
一
、（
山
中
）
日
下
賢
裕
、（
川
北
町
）

中
島
俊
一
、（
美
川
）
北
嶋
将
光
、(

白
山
）

多
田
完
人
、（
か
ほ
く
市
）
名
垣
浦
昌
史
、

桶
谷
純
平
、（
森
本
）
鷹
箸
直
樹
、（
津
幡

町
）
山
﨑
正
樹
、
中
村
周
作
、
久
世
嘉
宏
、

中
川
晃
之
、（
内
灘
町
）
中
佐
裕
人
、（
志

賀
町
）小
松
宣
彦
、越
後
敬
輔
、藤
本
啓
介
、

稲
岡
康
治
郎
、（
能
登
町
）
玉
地
正
幸

石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰

〇
女
性
部
優
良
役
員

（
能
美
市
）
蓮
田
マ
サ
子
、（
山
中
）
黒
田

か
お
る
、（
川
北
町
）
北
真
澄
、 （
鶴
来
）

山
田
美
喜

矢田町長会会長(左)に要望（写真下）

市
長
会
・
町
長
会
等
に
要
望
活
動
を
実
施

　

県
連
合
会
は
、
昨
年
十
二
月

十
七
日
、県
市
長
会
（
会
長　

村

山
卓
・
金
沢
市
長
）、
県
市
議

会
議
長
会（
会
長　

喜
多
浩
一
・

金
沢
市
議
会
議
長
）、
県
町
長

会
（
会
長　

矢
田
富
郎
・
津
幡

町
長
）、
県
町
村
議
会
議
長
会

（
会
長　

七
田
満
男
・
内
灘
町

議
会
議
長
）
に
対
し
て
、
令
和

七
年
度
の
商
工
会
向
け
市
町
補

助
金
要
望
額
の
完
全
予
算
化
等

に
係
る
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　

併
せ
て
、
令
和
六
年
能
登
半

島
地
震
や
奥
能
登
豪
雨
で
被
災

し
た
事
業
者
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
取
組
み
を
後
押
し
す
る

助
成
金
制
度
や
、
厳
し
い
事
業

環
境
に
お
い
て
も
事
業
者
の
意

欲
を
高
め
、
一
層
の
成
長
を
促

す
支
援
施
策
の
実
施
、
充
実
強

化
を
要
望
し
た
。

　

長
基
健
司
会
長
、
田
向
公
一

副
会
長
、
山
下
専
務
理
事
が
各

会
長
を
訪
問
し
、
面
談
し
た
。

村山市長会会長(左)に要望（写真上）

七田町村議会議長会会長(右)に要望
（写真下）

喜多市議会議長会会長(左)に要望
中央：長基会長、右：田向副会長

（写真上）
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珠
算
検
定
合
格
者

　

全
国
商
工
珠
算
連
盟
石
川
県

支
部
は
、
十
一
月
十
七
日
、
五

商
工
会
で
、
第
215
回
全
国
商
工

会
珠
算
検
定
試
験
を
実
施
し
た
。

　

一
級
か
ら
六
級
ま
で
総
勢
二

十
二
名
が
受
験
し
、
十
名
が
合

格
し
た
。
そ
の
内
、
一
級
合
格

者
は
次
の
一
名
で
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
商
工
会
名
）

◆
一
級
合
格
者
◆
（
敬
称
略
）

　

北
出
大
翔
（
山
中
）

第
六
十
四
回
商
工
会
全
国
大
会

第
六
十
四
回
商
工
会
全
国
大
会

商
工
会
役
職
員
な
ど
が
受
賞

商
工
会
役
職
員
な
ど
が
受
賞

第
六
十
四
回
商
工
会
全
国
大
会
が
十
一
月

二
十
一
日
、
東
京
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
、
開

催
さ
れ
た
。
約
三
千
名
の
会
員
参
加
の
も

と
、
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
、
全
国
商
工
会

連
合
会
長
表
彰
な
ど
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
ま
た
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
た
め
の
大
型
経
済
対
策
の
早
期
編
成
と
実

施
」
な
ど
、
六
項
目
の
大
会
決
議
が
採
択
さ

れ
た
。

被
表
彰
者（
石
川
県
関
係
）

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

・
優
良
常
勤
役
職
員

　
（
川
北
町
）
坂
井
雅
弘

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

・
感
謝
状
贈
呈

　
（
能
美
市
）
田
上
好
道

・
会
員
増
強
運
動

　

中
能
登
町
商
工
会

・
優
良
商
工
会

　

白
山
商
工
会

・
役
員
功
労
者

(

山
中
）
三
谷
修
司
、(

美
川
）
赤
井
栄
樹
、

(

白
山
）
北
村
祐
子
、(

か
ほ
く
市
）
別
所
利

治
、(

津
幡
町
）
酒
井
司
郎
、
中
田
伸
、
新

家
弘
美
、(

内
灘
町
）
下
村
純
平
、(

富
来
）

奥
下
建
一
、(

志
賀
町
）
西
村
正
宏
、(

宝
達

志
水
町
）
岡
山
耕
二
、(

中
能
登
町
）
森
本

陽
介
、(

門
前
町
）
竹
田
肇
、(

能
登
町
）
山

本
明
人

・
青
年
部
功
労
者

(

志
賀
町
）
上
杉
幸
司

・
女
性
部
功
労
者

(

羽
咋
市
）
坂
井
芳
美
、(

門
前
町
）
池
田
千

春
、(

穴
水
町
）
舞
谷
裕
美

・
優
良
常
勤
役
職
員

(
白
山
）
辻　

秀
樹
、(

門
前
町
）
畑
山
大

輔
、
佐
藤
恵
子

　

商
工
会
青
年
部
全
国
大

会
が
十
一
月
二
十
七
日
、

二
十
八
日
の
両
日
、
大
阪

府
吹
田
市
の
「
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
吹
田
」

で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

約
四
千
百
名
が
参
加
し
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
主

張
発
表
全
国
大
会
に
能
登

町
青
年
部
の
鶴
野
晋
太
郎

さ
ん
が
出
場
し
、
最
高
賞

の
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

鶴
野
さ
ん
は
、
六
月
の
石
川

県
大
会
、
八
月
に
金
沢
市
で
開

催
さ
れ
た
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
最
優
秀
賞
と
な
り
、
中
部
代

表
と
し
て
全
国
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
七
名
が
、
青
年
部
活

動
を
通
じ
て
得
た
思
い
や
学
び

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。

　

鶴
野
さ
ん
は
、「
青
年
部
活

動
が
醸
し
た
揺
る
が
な
い
繋
が

り
〜
能
登
復
興
へ
の
決
意
〜
」

の
テ
ー
マ
で
発
表
。
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
、
酒
蔵
、
店
舗
、

住
居
な
ど
が
全
壊
し
、
一
時
は

商
売
を
た
た
む
こ
と
を
覚
悟
し

た
が
、
余
震
が
続
く
中
、
県
内

か
ら
駆
け
付
け
た
青
年
部
の
仲

間
が
店
舗
の
解
体
作
業
を
手
伝

い
、「
酒
米
４
ト
ン
」「
日
本
酒

の
瓶
１
万
８
千
本
」
を
回
収
し

た
こ
と
を
契
機
に
、
被
災
に
よ

る
絶
望
か
ら
立
ち
直
っ
た
経
験

談
を
発
表
し
、
能
登
で
の
酒
蔵

再
建
を
目
指
し
、
日
本
酒
を
造

り
続
け
た
い
、
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
大
会
二
日
目
で
は
、

上
杉
幸
司
県
青
連
会
長
ら
県
内

青
年
部
員
が
壇
上
で
、
能
登
半

島
地
震
で
被
災
し
た
地
域
や
青

年
部
員
へ
の
支
援
に
対
し
、
感

謝
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
基
調
講
演
が
行
わ

れ
、
タ
レ
ン
ト
の
小
藪
千
豊
氏

が
講
演
し
た
。

能
登
町
商
工
会
青
年
部　

鶴
野
晋
太
郎
さ
ん
（
㈱
鶴
野
酒
造
店
）

能
登
町
商
工
会
青
年
部　

鶴
野
晋
太
郎
さ
ん
（
㈱
鶴
野
酒
造
店
）

能
登
復
興
の
思
い
込
め
「
最
優
秀
賞
」

能
登
復
興
の
思
い
込
め
「
最
優
秀
賞
」

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
全
国
大
会

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
全
国
大
会

初の試み「スタジアムのピッチ中央」で
発表する鶴野さん

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
鶴
野
さ
ん
（
左
）
。
右
は
、
全
国
商

工
会
連
合
会　

森
義
久
会
長
。
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山中女性部の中林延江部長

山
中
女
性
部
「
部
員
増
強
」
で
全
国
一
に　

 

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
み
え　

創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

物
産
展
等
で
能
登
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
！

物
産
展
等
で
能
登
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
！

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
２
０
２
４

　
「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
２

０
２
４
」（
主
催
：
全
国
商
工

会
連
合
会
）
が
、
十
一
月
十
五

日
か
ら
十
七
日
の
三
日
間
、
東

京
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

展
示
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
四
十
七

都
道
府
県
の
味
覚
と
名
品
の

旅
」
で
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
と
物

販
併
用
で
実
施
さ
れ
、
全
国
か

ら
約
百
八
十
事
業
者
が
出
展
し

た
。
本
県
か
ら
は
能
登
地
域
の

三
事
業
者
が
出
展
し
、
被
災
を

免
れ
た
能
登
か
き
な
ど
、
首
都

圏
の
消
費
者
に
自
慢
の
特
産
品

を
販
売
し
た
。

寺
岡
畜
産
㈱
（
富
来
）
は
、

出
荷
頭
数
が
希
少
な
能
登
牛
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
関
連
商
品
七
点

を
販
売
。
谷
口
製
菓
㈲
（
宝
達

志
水
町
）
は
、
専
門
家
派
遣
事

業
で
Ｐ
Ｏ
Ｐ
等
の
消
費
者
広
告

ツ
ー
ル
を
学
習
し
て
臨
み
、
看

板
商
品
の
お
だ
ま
き
と
創
作
和

菓
子
を
販
売
。木
村
功
商
店（
能

登
鹿
北
）
は
、
今
年
も
「
能
登

能登半島セレクトショップ

京
阪
百
貨
店
・
北
陸
物
産
展

能
登
半
島
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

　
「
北
陸
物
産
展
・
能
登
半
島

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
が
、
十

月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
五
日

の
六
日
間
、
大
阪
・
京
阪
百
貨

店
守
口
店
で
開
催
さ
れ
た
。
県

内
商
工
会
に
と
っ
て
関
西
方
面

初
と
な
る
物
産
展
で
あ
り
、
能

登
地
域
の
五
商
工
会
か
ら
三
十

九
商
品
が
出
品
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
・
豪
雨
被
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
現
況
を

お
客
様
に
お
伝
え
し
、「
能
登

の
た
め
に
！
」
と
商
品
を
お
買

い
求
め
い
た
だ
い
た
。

駐
日
外
国
公
館
向
け

特
産
品
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

　
「
駐
日
外
国
公
館
向
け
特
産

品
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
」（
主
催
：

全
国
連
）
が
、
十
月
十
六
日
、

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
初
め
て

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
外
交
官
等
の
ゲ
ス
ト

に
日
本
各
地
の
特
産
品
や
文
化

を
紹
介
し
、
海
外
へ
の
販
路
拡

大
を
後
押
し
す
る
機
会
と
す
る

も
の
で
、石
川
県
ブ
ー
ス
で
は
、

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
商

工
会
地
区
の
酒
造
店
・
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
日
本
酒
と
ワ
イ
ン
を
出

展
し
、
好
評
を
博
し
た
。　
　
　
　
　
　

駐日外国公館向け特産品ＰＲイベント

　

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
が

十
月
二
十
三
日
、
津
市
の
三
重

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
約
千
七
百
名

が
参
加
し
た
。

　

席
上
、
令
和
五
年
度
部
員
増

強
運
動
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

山
中
商
工
会
女
性
部
が
全
国
一

位
の
表
彰
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
基
調
講
演
で
は
、
井

村
屋
グ
ル
ー
プ
㈱
取
締
役
会
長

中
島
伸
子
氏
が
講
演
し
た
。

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

（
以
下
「
県
女
性
連
」）
は
、
十

一
月
十
二
日
、
ホ
テ
ル
日
航
金

沢
で
、
創
立
六
十
周
年
を
記
念

し
た
式
典
、
講
演
会
等
を
開
催

し
、
県
内
女
性
部
員
約
八
十
名

が
出
席
し
た
。

　

北
野
ゆ
か
り
県
女
性
連
会
長
、

長
基
健
司
県
連
合
会
会
長
が
挨

拶
、
来
賓
の
上
杉
幸
司
県
青
連

会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
。
引
き
続
き
、「
十
年
の
歩

み
報
告
」
と
し
て
、
平
成
二
十

七
年
か
ら
現
在
ま
で
の
県
女
性

連
の
活
動
を
ス
ラ
イ
ド
で
振
り

返
っ
た
。

　

ま
た
、
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
野
村
功
次
郎
氏
が
講
演

し
、
懇
親
会
も
開
催
し
た
。

か
き
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、

マ
ス
コ
ミ
効
果
も
あ
っ
て
、
沢

山
の
お
客
様
で
賑
わ
い
、
大
盛

況
だ
っ
た
。
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能
登
半
島
地
震
・
奥
能
登
豪
雨

能
登
半
島
地
震
・
奥
能
登
豪
雨

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
一
年
、
奥
能
登
豪
雨
か
ら
三
カ
月
余
り
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
県
連
合
会
と
県
下
商
工
会
は
一
丸
と

な
り
、
全
国
か
ら
の
応
援
職
員
と
と
も
に
、
被
災
事
業
者
の
支
援

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
被
災
事
業

者
支
援
の
更
な
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

被
災
事
業
者
支
援
の
取
組

被
災
事
業
者
支
援
の
取
組

支
援
機
能
の
回
復
と

 

緊
急
要
望
を
実
施

　

県
連
合
会
で
は
、
発
災
直
後
、

被
災
地
の
情
報
収
集
と
被
災
地

商
工
会
の
支
援
機
能
の
回
復
に

努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
支
援
体
制
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
事
業
者
の
事
業

再
建
へ
の
強
力
な
支
援
策
や
体

制
整
備
な
ど
の
実
現
に
向
け
た

要
望
活
動
を
左
表
の
と
お
り
実

施
し
ま
し
た
。

各
地
で
特
別
相
談
会
を

開
催

　

一
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
に

か
け
て
、
緊
急
特
別
相
談
会
を

「
日
本
政
策
金
融
公
庫
」
及
び

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
の
協
力

を
得
て
、
集
中
的
に
実
施
し
ま

し
た
（
被
災
地
六
商
工
会
で
百

十
八
事
業
所
の
相
談
に
対
応
）。

　

ま
た
、
そ
れ
以
降
、
県
職
員

の
協
力
も
得
て
、
各
種
補
助
金

制
度
の
申
請
支
援
を
中
心
と
し

た
相
談
会
を
実
施
し
、
被
災
地

商
工
会
に
お
い
て
は
、
現
在
も

計
画
的
に
継
続
し
て
い
ま
す

（
予
約
制
）。

応
援
職
員
の
派
遣

　

二
月
か
ら
「
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金（
災
害
支
援

枠
）」や
「
な
り
わ
い
再
建
支
援

補
助
金
」の
受
付
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
同
月
十
九
日

か
ら
、
全
国
の
商
工
会
・
連
合

会
組
織
か
ら
の
応
援
職
員
の
受

入
れ
を
開
始
し
、
被
災
地
商
工

会
や
県
が
設
置
し
た
「
能
登
事

業
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
能
登

空
港
内
）
に
派
遣
し
て
、
補
助

金
申
請
な
ど
の
相
談
対
応
を
本

格
化
さ
せ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
の
応
援
職
員
の
派

遣
は
、
十
一
月
一
日
ま
で
実
施

さ
れ
、
派
遣
人
数
は
、
三
十
四

の
都
府
県
等
か
ら
延
べ
二
百
六

名
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
月
以
降
は
、
県
連

合
会
及
び
県
下
商
工
会
か
ら
も

被
災
地
商
工
会
に
職
員
を
派
遣

し
、
現
地
職
員
と
と
も
に
、
事

業
再
建
支
援
に
あ
た
り
、
現
在

も
計
画
的
に
派
遣
し
て
い
ま
す

（
十
二
月
十
日
現
在
、
県
内
十

商
工
会
等
か
ら
、
延
べ
百
七
十

三
名
を
派
遣
）。

今
後
も
息
の
長
い
支
援

　

県
連
合
会
と
県
下
商
工
会
は
、

被
災
事
業
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
前
述
の
補
助
金
制
度
を

は
じ
め
、
県
単
独
の
営
業
再
開

支
援
補
助
金
な
ど
の
各
種
支
援

制
度
（
詳
細
は
、
本
紙
十
〜
十

一
頁
参
照
）
や
、
市
町
の
支
援

制
度
の
周
知
と
活
用
に
向
け
、

こ
の
一
年
間
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
復
旧
・
復

興
に
向
け
た
相
談
は
絶
え
る
こ

と
は
な
く
、
被
災
事
業
者
の
な

り
わ
い
再
建
に
は
、
ま
だ
時
間

を
要
す
る
状
況
で
す
。

　

県
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
県
下
商
工
会
と
と
も
に
、

今
後
と
も
引
き
続
き
、
被
災
事

業
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
し

っ
か
り
と
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

3月19日、石川県商工会議所連合
会と合同で馳知事へ要望

穴水町商工会での相談会の様子

小規模事業者持続化補助金の
申請に向けた相談の様子

期日 要望先

1月９日 全国商工会連合会長
　森　義久

１月25日

経済産業大臣
　齋藤　健
内閣府防災担当大臣
　松村祥史
※肩書は、いずれも当時

３月19日 石川県知事
　馳　　浩

主な補助金の採択状況
（12月10日現在）

申請受付
商工会 採択数

能美市 32
山中 6
川北町 0
美川 12
鶴来 1
白山 7
野々市市 11
かほく市 61
森本 6
津幡町 41
内灘町 24
羽咋市 44
富来 78
志賀町 61
宝達志水町 35
能登鹿北 91
中能登町 50
門前町 43
穴水町 66
能登町 89

計 758

市町
（行政単位） 採択数

能美市 6
加賀市 26
川北町 1

白山市 12

野々市市 2
かほく市 8
金沢市 11
津幡町 3
内灘町 5
羽咋市 10

志賀町 23

宝達志水町 1
七尾市 21
中能登町 6
輪島市 13
穴水町 9
能登町 7
珠洲市 16
小松市 32

計 212

小規模事業持続化補
助金 (災害支援枠 )

なりわい再建支援
補助金

特 集
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令和６年能登半島地震令和６年能登半島地震

商工会員被害状況商工会員被害状況（事業用資産）（事業用資産）調査結果調査結果
　石川県商工会連合会では、令和６年能登半島地震による被害が大きかった能登地域の商工会員を対象に、事業用施設、
設備等の被害状況と現在の営業状態等についての実態調査を実施した。（被害のあった事業者のみが回答）
 ・調査対象商工会 12　事業者数　5,859　　・回答事業者数（被害があった事業者数）1,439
 ・調査期間　令和６年10月～ 11月　　・調査項目 6

質問１．事業用施設（店舗、工場、事務所等）の被害状況

事業用施設の被害状況（全1,439）

質問３．液状化の被害状況

被害の有無

質問５．震災関連の支援策の利用状況（予定含む）

震災関連の支援策で利用（又は検討中）
の制度等（複数回答）

質問２．設備、機械等の被害状況

被害のあった設備、機械・装置等（複数回答）

質問４．現在の営業状態

営業・休業・廃業

復旧・復興に向けた困り事、要望など
❍業者が見つからないため修繕工事等が遅延している｡
❍地域住民の転居、観光客減少により売上（顧客）
が減少した。

❍人手不足により従業員が確保できない。
❍補助金申請書類が多いため、手続きが煩雑である。
❍借入金返済に対する不安がある。
❍将来のビジョンが見えず、事業継続に対する不安
がある。

❍公費解体、液状化対策など復旧工事を早く進めて
欲しい。

全壊、12.3％

大規模半壊、
6.5％
中規模半壊、
4.4％

半壊、17.2％

準半壊、9.6％

一部損壊、
39.7％

その他、
10.4％

半壊以上が、約４割

被害あり、
22.1％

被害なし、
77.9％ ｢被害あり｣の

うち、内灘町
会員が多数を
占める

その他

商品（製品)

什器・器具・備品

機械・装置

車両・運搬具

設備(給水･電気･通信設備他) 47.3％

9.8％

31.5％

34.3％

27.0％

20.3％ 約 5割が
設備に被害

廃業済

休業中

仮設店舗(事務所)で営業

部分営業(短時間営業等)

営業中 74.2％

13.7％

3.6％

6.5％

1.9％既に廃業済は、
28者に

その他

雇用維持を図る助成制度等

融資制度

営業再開支援補助金

持続化補助金(災害支援枠)

なりわい再建支援補助金 30.0％

41.4％

5.5％

12.1％

7.2％

10.8％

「持続化補助金
（災害支援枠）」
の利用率が最
も高い

＝調査にご協力いただいた会員事業者の皆様に心からお礼を申し上げます＝

特 集
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能登半島地震で被災された中小企業・小規模事業者向けの補助金

※制度の詳細や締切などについては、各補助金のホームページ（QRコードからご覧いただけます。）をご確認ください。

なりわい再建支援補
助金
（国）

小規模事業者持続化
補助金・災害支援枠
（国）

小規模事業者事業継
続支援補助金(県）

【補助対象者】
　　石川県、富山県、福井県、新潟県に所在する中小企業・小規模事業者等
【補助対象経費】
　　工場・店舗等の施設、生産機械等の設備の復旧費用など
【補助上限額】
　　石川県内の事業者　15億円
【補助率】
　　中小企業・小規模事業者　３/４、中堅企業等　１/２

【補助対象者】
　　石川県、富山県、福井県、新潟県に所在する小規模事業者等
【要件】
　・早期の事業再建に向けた計画を策定していること
　・最寄りの商工会・商工会議所による事業計画の確認を受けていること
【補助対象経費】
　　機械装置等復旧費用、店舗改装費、広告掲載費、展示会出展費用など
【補助上限額】
　　200万円(直接被害)、100万円(間接被害)
【補助率】
　　２/３

【補助対象者】
　　小規模事業者持続化補助金・災害支援枠(国)の交付決定を受け、補助金の
　　受取が完了した、石川県内に事業所を有する小規模事業者等
【要件】(受取が完了した小規模事業者持続化補助金・災害支援枠に対して)
　・直接被害での申請であること
　・補助対象経費(総事業費)が300万円超であること
　・補助対象経費の全部または一部が、復旧に関する経費(建物の修繕費、機械
　　の修理費または入替費など)であること
【上乗せ上限額】
　　100万円(小規模事業者持続化補助金・災害支援枠と合わせ300万円)
【補助率】
　　２/３

制度名 特別貸付（国） 災害マル経（国）

対象者要件
①直接被害を受けた方
②間接被害を受けた方
③地震の影響により業績が悪化している方

①直接被害を受けた方（断水等のインフラ断絶によ
り在庫品や設備に直接被害を受けた方を含む）

②直接被害を受けた方と一定の取引があり、間
接被害を受けた方

融資限度額 ①及び②各融資制度の限度額に上乗せ6,000万円
③別枠4,800万円 1,000万円

利率

①基準金利　1.65～2.75%
　当初3年間3,000万円を限度に
　基準金利▲0.9%（４年目から▲0.5%）
②基準金利　1.65～2.75%
③基準金利　1.50～3.70%

①直接被害:当初3年間 0.75%
②間接被害:当初3年間 1.15%
(①、②とも４年目から1.65%)

融資期間
（据置期間）

運転15年以内（５年以内）
設備20年以内（５年以内）

運転 ７年以内（１年以内）
設備10年以内（２年以内）

担保・保証 個別対応 無担保・無保証
申込先 日本政策金融公庫 最寄りの商工会

能登半島地震対策融資 2024/12/10 現在

※10～11頁に記載の補助制度や融資制度には、令和6年奥能登豪雨で被災された事業者が利用できる制度もあります。
　詳しくは、最寄りの商工会又は石川県商工会連合会（TEL076-268-7300）までお問合せください。

特 集
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※制度の詳細や締切などについては、各補助金のホームページ（QRコードからご覧いただけます。）をご確認ください。

能登半島地震で被災された中小企業・小規模事業者向けの補助金
中小企業者持続化補
助金・災害支援枠
(県)

営業再開支援補助金
(県)

【補助対象者】
　　石川県に主たる事業場を有する中小企業者(小規模事業者は対象外)
【要件】
　・早期の事業再建に向けた計画を策定していること
　・最寄りの商工会・商工会議所による事業計画の確認を受けていること
【補助対象経費】
　　機械装置等復旧費用、店舗改装費、広告掲載費、展示会出展費用など
【補助上限額】
　　200万円(直接被害)、100万円(間接被害)
【補助率】
　　２/３

【補助対象者】
　　石川県に事業所を有する中小企業・小規模事業者等
【要件】
　・市町等による被害判定が「半壊」以上であること
　・地元等での事業再建計画を策定すること
【補助対象経費】
　　営業再開に必要な仮施設等の整備に係る費用
　　<例> 仮店舗用コンテナ、仮作業場・仮倉庫、キッチンカー用車両、仮施設建築
【補助上限額】
　　300万円
【補助率】
　　小規模事業者　２/３、中小企業　１/２

制度名 災害対策特別融資（県） 経営改善サポート融資（県）

対象者要件

①セーフティネット保証４号
（地震の影響で売上▲20%）
②災害関係保証（罹災証明等）かつ施設・設
　備復旧の補助金交付決定※
※建物全半壊が明らかな場合は交付決定不要

七尾市以北６市町の事業者で、認定支援機関
や、経営サポート会議※等の支援により計画
を作成した方
※経営サポート会議：信用保証協会や債権者たる金融
機関等の関係者が一堂に会し、中小企業者ごとに
経営支援の方向性、内容等を検討する場

融資限度額 １億円 １億円

利率 当初５年間0.00％
（６年目から1.00％以内）

新規　1.20％以内(固定)～1.70％以内(変動)
借換　1.85％以内(固定)～2.10％以内(変動)

融資期間
（据置期間） 10年以内（５年以内） 15年以内（５年以内）

※返済期間後半の比重を大きくする返済方法も可能

担保・保証 信用保証必須
（保証料免除）

信用保証必須
（保証料免除）

申込先 金融機関 金融機関

能登半島地震対策融資 2024/12/10 現在

　県内商工会では、能登半島地震や奥能登豪雨被害を受けた事業者の相談を行ってお
ります。
　また、次の商工会では、専門の相談員による補助金や資金調達等の相談も行ってお
ります。
　ご相談は予約制とさせていただいております。
-専門の相談員による対応を行っている商工会 -
　志賀町商工会　　TEL 076-204-6831　　能登鹿北商工会　TEL 076-204-6833
　中能登町商工会　TEL 076-204-6836　　門前町商工会　　TEL 076-204-6854
　穴水町商工会　　TEL 076-204-6855　　能登町商工会　　TEL 076-204-6856

なりわい再建支援補助金に
関する相談窓口(石川県庁)
能登事業者支援センター
(能登空港内)
TEL 0120-262-380
金沢事業者支援センター
(石川県庁1F 103会議室)
TEL 0120-867-100
いずれも土日・祝日を除く10:00
～17:00（年始は、８日から）

特 集
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石 川県内の最低賃金
法律により、最低賃金より低い賃金で
労働者を使用することはできません。

♦地域別最低賃金　改正発効日 令和６年10月５日

石川県最低賃金 984円（時間額）
♦特定最低賃金　　改正発効日 令和６年12月31日

適用業種 時間額
一般機械
(金属素形材製品、産業用電気機械器具製造業など) 1,040円
自動車
(自動車・同附属品、自転車・同部分品製造業) 1,040円
電気機械
(電子部品・デバイス・電子回路製造業など) 1,008円
百貨店
(百貨店、総合スーパー) 994円
【お問合せ】
石川労働局労働基準部賃金室
TEL 076-265-4425
又は最寄りの労働基準監督署へ

最低賃金等の
資料はこちら

法務局からのお知らせ
自筆証書遺言書保管制度
あなたが書いた遺言書をお預かりします。

● 遺言書の改ざんや紛失を防ぎます。
● 遺言書が方式不備で無効になることを防ぎます。
● 家庭裁判所の検認が不要です。
● 遺言書の存在を相続人等に知らせます。

金沢地方法務局 供託課　　
TEL 076-292-7846　

相続登記申請の義務化 相続土地国庫帰属制度
相続登記申請が
義務化されました。

「所有者不明土地」が発生するこ
とを予防するための制度です。

相
義

金沢地方法務局
不動産登記部門
TEL 076-292-7821

金沢地方法務局
不動産登記部門
TEL 076-292-7820

石
確認しよう

最低賃金

2024/12/10現在・お問合せ：最寄りの商工会又は石川県商工会連合会(TEL076-268-7300)まで

制度名 物価高騰対策等総合支援特別融資（県) マル経（国)
融資限度額 1億円 2,000万円

利率
＜借換が含まれないもの＞　　　　＜借換が含まれるもの＞
　固定1.15％以内　　　　　　　　　固定1.85％以内（７年以下）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 変動2.10％以内（７年超）

1.65％

融資期間
(据置期間) 10年以内（５年以内） 運転７年以内（１年以内)

設備10年以内（２年以内)

売上減少要件 売上減少率 ５％以上
利益率減少 ５％以上 無し

借換対象 保証付融資全般 要相談

担保・保証 信用保証必須（0.2～1.15％） 無担保・無保証

申込先 金融機関 最寄りの商工会

資金繰り対策融資

※令和６年能登半島地震関連の支援制度については、本紙10～11頁をご参照ください。

中小企業等の売上拡大や生産性向上を後押しするため、IoT・ロボット等の人手
不足解消に効果がある汎用製品を導入するための事業費等の一部を補助します。

中小企業省力化投資補助金(国）

補助対象
補助上限額（大幅な賃上げを行う場合）

補助率
従業員5名以下 6～20名 21名以上

所定のカタログ
に登録された製
品等

200万円
(300万円)

500万円
(750万円)

1,000万円
(1,500万円) 1/2以下

[応募・申請：随時受付]

経営支援施策のご紹介

補助金HPはこちらから↑

・詳しくは、コールセンター：TEL0570-099-660へ

＜主な補助対象製品＞
・清掃ロボット
・配膳ロボット
・検品、仕分システム
・無人搬送車
・スチームコンベクションオーブン
・券売機
・測量機
・自動精算機　etc

【お問合せ・ご予約】
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開催スケジュール

令和７年 １月８日(水)・22日(水)

完全オンライン
水曜日(月２回開催)　
13:30～16:30　１社60分
ご予約・お問合せは、
お近くの商工会へ

・経理処理
・電子帳簿保存法
・インボイス
　など

ご相談例

石川県商工会連合会・相談窓口のご案内 無料
事業承継・事業再生等相談窓口
●日　程 　１月16日㈭、２月20日㈭、３月19日㈬
●相談員　　税理士　山根敏秀 氏

●時　間　13:00～17:00
●場　所　本部「相談室」

労務相談窓口
窓　口 本　　部 能登支所
相談員 社会保険労務士　芳永文美 氏 社会保険労務士　福井秀和 氏
時　間 10:00 ～ 17:00 10:00 ～ 17:00

日
程

１月   6日㈪､15日㈬､17日㈮､20日㈪､22日㈬､27日㈪､
29日㈬､31日㈮

  6日㈪､  7日㈫､16日㈭､17日㈮､24日㈮､27日㈪､
31日㈮

２月   6日㈭､12日㈬､13日㈭､17日㈪､19日㈬､21日㈮､
27日㈭､28日㈮

  3日㈪､  6日㈭､10日㈪､14日㈮､18日㈫､19日㈬､
21日㈮､28日㈮

３月   3日㈪､10日㈪､12日㈬､14日㈮､19日㈬､21日㈮､
26日㈬､27日㈭､31日㈪

  5日㈬､ 6日㈭､14日㈮､17日㈪､21日㈮､26日㈬､
28日㈮

ＩＴ相談窓口
窓　口 本　　部 能登支所
相談員 ＩＴコーディネーター　福岡明夫 氏 同左
時　間 10:00 ～ 17:00 10:00 ～ 16:00

日
程

１月   6日㈪､  8日㈬､15日㈬､17日㈮､21日㈫､24日㈮､
27日㈪､29日㈬､31日㈮   7日㈫､22日㈬

２月   5日㈬､  7日㈮､12日㈬､14日㈮､18日㈫､21日㈮、
26日㈬   4日㈫､20日㈭

３月   5日㈬､  7日㈮､10日㈪､14日㈮､19日㈬､24日㈪､
26日㈬､28日㈮ 12日㈬､25日㈫

【相談場所】

「広域指導センター（本部）」
金沢市鞍月２丁目20番地　石川県地場産業振興センター新館３階
TEL 076-268-7300

日程は変更になる場合があります。相談ご希望の方は、最寄りの商工会　又は　石川県商工会連合会の各窓口へ事前にご連絡ください。
なお、各窓口には、上記相談員のほか専門経営指導員が常駐しておりますので、経営のことでお困りの方はお気軽にご相談ください。

「広域指導センター能登支所」
七尾市中島町河崎ヌ部31番地　七尾市中島健康福祉センター
すこやか内 TEL 076-204-6862

地方でもできる 人材不足解消の突破口！
副業人材活用と働き方改革の推進で、企業の成長
を目指すセミナーを開催
地方の企業が人材不足に対応するため、事例を交えて、副業
人材の受入方法や具体的な導入手順等を説明します。

ー日時ー
2025年１月24日(金)
      13:00～16:00

ー場所ー
石川県商工会連合会｢研修室｣
石川県金沢市鞍月2-20
石川県地場産業振興センター
新館３F

ー内容ー
□副業人材受入のすすめ
□副業人材を送り出すメリット
□うまくいく、副業人材受入法

参加
無料

講師 飯塚 洋平 氏
RossoAcademy代表 /
チームプロデューサー

自身も大手企業に勤めな
がら副業を行う副業人材

お申込みは
こちらから
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商工会おすすめの安心共済

傷　害　共　済傷　害　共　済

詳しくは商工会までお問合せください　　　　石川県中小企業共済協同組合詳しくは商工会までお問合せください　　　　石川県中小企業共済協同組合

加入は随時受け付けています

対象となる傷害事故（請求漏れはございませんか？）
例えば、次のような場合での「ケガ」が保障対象となります。

自動車を
運転中に 仕事中 仕事中 スキーを

していたら追突してケガ ビルの足場から
落ちて骨折

作業中、誤って指を
打ちつけてケガ 転んで捻挫

※通院共済金で、柔道整復師（接骨院、整骨院）による治療は、傷病別に支払日数の制限があります。

税務署からのお知らせ

国税庁ＨＰの確定申告書等作成
コーナーから、自宅でいつでも
申告できます！

▶ 各会場で当日配付
▶ LINEから事前発行

詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。 確定申告 検索

確定申告書の作成・送信はスマホで！

確定申告書等作成コーナー▶

確定申告会場への入場には、 「入場整理券」が必要です。

国税庁のLINE公式
アカウントはこちら

税務職員ふたば

インボイス発行
事業者は消費税
の申告が必要と
なります！

申告期限
所得税および
復興特別所得税・贈与税

消費税および
地方消費税（個人事業者）

事業税・住民税

令和
７年 17３ 日月 まで月
令和
７年 31３ 日月 まで月
令和７年３月17日(月)まで

～冬の立ち往生の発生を抑止するために～
　大雪などの異常気象により、運送に支障を来すことが予
想される場合には、予定されていた配送時間を前倒しする
など、トラック事業者への不要不急の運送依頼を控えてい
ただきますようご協力をお願いします。
【お問合せ】
 国土交通省　 石川運輸支局　 TEL 076-208-6000
（一社）石川県トラック協会　 TEL 076-239-2511

荷主の皆様のご協力をお願いします荷主の皆様のご協力をお願いします荷主の皆様のご協力をお願いします

付帯作業について
ドライバーの負担軽減

荷待ち時間、
待機時間の削減

「荷待ち時間」「付帯作業」は別途料金が必要となります。
長時間の荷待ち時間、契約外の無償による付帯作業等
は、法令違反の原因となる恐れがあります。

2024年
問題とは

2024 年 4 月からトラックドライバーの時間外労働に罰則
付きの上限規制（960時間／年）が適用されたことにより、
運転者１人あたりの労働時間が短くなることでトラック運転
者不足とトラック輸送の供給量が縮小することが懸念される
問題のことをいいます。

詳しくは「物流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業
者・物流事業者の取組に関するガイドライン」を参照

荷主の皆様へ

申告会場に来られる方は、マイナンバーカードと２つの
パスワード(英数字６～16文字と数字４桁)をお忘れなく！

マイナポータル連携で便利 困ったときはこちらで解決

マイナポータル連携をすると
控除証明書等のデータが
自動入力できます

あなたの疑問、
チャットボットが解決！

マイナポータル連携
の詳細はこちら
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再商品化義務のある事業者（特定事業者）

【お問合せ】
(公財）日本容器包装リサイクル協会
オペレーションセンター TEL 03-5610-6261

紙・プラスチック製な
どの特定容器を作る、
又は輸入する事業者

特定容器に詰めた
商品を作る、又は
輸入する事業者

販売する商品に紙・プ
ラスチック製の特定包
装を利用する事業者

容器包装を利用・製造・輸入する事業者の皆様へ

＊常時従業員数と年間売上高について、以下の条件を両方とも
　満たす場合に限り、小規模事業者として適用除外となります。
業種 売上高 従業員数
製造業等 2億 4,000 万円以下 かつ 20名以下
商業、サービス業 7,000 万円以下 かつ 5名以下

忘れていませんか？
容器包装リサイクル法による義務を！
忘れていませんか？
容器包装リサイクル法による義務を！
忘れていませんか？
容器包装リサイクル法による義務を！
以下に該当する事業者（特定事業者）には、市町村が分別
収集した容器包装廃棄物を引き取り、再商品化をする義務
があります。

環境省によるアンケート
能登半島地震による建物の被害状況
に関するアンケートにご協力をお願いします
　環境省では、2024年１月に発生した能登半島地震
における被害をふまえ、建物（住宅以外の用途の建
物）の所有者の皆様に、所有施設の脱炭素化（省エネ
化、再生可能エネルギー活用など）へのアンケート調
査を実施することとなりました。
　脱炭素化に向けた政策検討の基礎となるものであ
り、ぜひ、下のQRコードからご回答いただけますと
幸いです。
※アンケートの運営は株式会社三菱総合研究所が行います。

【お問合せ】
環境省　担当：滝野、伊東、水谷
TEL 03-5521-8355
株式会社三菱総合研究所　担当：宮原、長谷川、米田
E-mail：moe_zeb_2024@ml.mri.co.jp

◇◆◇ 各地イベント・セミナー案内 ◇◆◇
商工会 開催期日・場所 イベント名 内　容　等 お問合せ先

かほく市

１月18日㈯～
２月16日㈰ 
場所：登録飲食店

かほく四季まつり
～冬の味くらべ～
あったか雑炊・鍋
まつり

　まつり期間中に登録飲食店で各店自慢の「オリジナ
ル雑炊」、「逸品なべ」を食した方に抽選券を配付。後
日抽選で登録飲食店共通お食事券が当たります（満ぷ
く賞 10,000 円、味わい賞 3,000 円など）。
　また、登録飲食店のスタンプ５店舗分を集めると、
かほく市共通商品券 1,000 円分と交換できます。

かほく市商工会
TEL:076-204-6822

能登町

１月19日㈰
10:00～15:00
場所：宇出津港いやさか
　　　広場

宇出津港
のと寒ぶりまつり
2025

　能登の冬の味覚を代表する〝寒ぶり〟の解体ショー
を開催。解体した「寒ぶり」は来場者に振る舞われます。
　また、能登の美味いもんや地元特産品が盛りだくさ
んあります。いやさか太鼓やミニコンサートと共に能
登町宇出津で冬の能登を存分にお楽しみください。

寒ぶりまつり実行委員会
（能登町商工会内）
TEL:0768-62-0181

白　山

２月７日㈮
16:00～21:00
場所：白山市桑島・
　　　白峰地区

雪だるま2025 　白山ろく桑島・白峰地区の住民が大小さまざまな雪
だるまを作り、地区内が雪だるまでいっぱいになりま
す。夕闇が迫り、雪だるまに灯りが灯されると、まち
全体が幻想的な雰囲気に。白峰の名物を中心とした飲
食物の出店コーナーも各所に設けられ、食べ歩きも楽
しめます。
※雪だるまライトアップは 17:00 ～

白峰観光協会
TEL:076-259-2721

穴水町

３月１日㈯
９:00～15:00
場所：穴水商店街通り

穴水商店街にぎわ
い牡蠣まつり

　穴水町商店街通りにて「にぎわい牡蠣まつり」を開
催します。牡蠣の販売や浜焼きブースでは穴水の冬の
味覚「能登かき」を堪能できます。商工会員や物産協
会員のブース出店、カラオケ大会などのイベントも予
定しています。ぜひご来場ください。

穴水町商工会
TEL:076-204-6855

令和６年能登半島地震・奥能登豪雨
災害義援金の受付 災害ボランティアの受付

　石川県では、日本赤十字社石川県支部及び石川県共同募
金会と連携し、義援金を受付けています。

地震義援金の
詳細はこちら

　ボランティア活動をお考えの方は、石川県災害対策ボラ
ンティア本部のサイトから事前登録を行ってください。

地震・豪雨災害
ボランティア特設サイト

豪雨義援金の
詳細はこちら
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他
県
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ト
に
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加
し

復
興
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１ 内灘町商工会 復興イベント「うちなだ復興花火」　　 ２ 志賀町商工会 復興イベント「志賀商工祭」
３ かほく市商工会 かほく四季まつり「かにカニ合戦」

１

２

３北國新聞社提供

４ 能登鹿北商工会が埼玉県春日部市庄和地域産業祭に出展 ５ 能登町商工会が栃木県矢板市での復興イベントに出展
４ ５

６ 中能登町青年部 なかのと子どもまつり in summer を開催 ７ 山中女性部が地元の朝市で穴水町女性部の出展を支援
６ ７

８ 能美市女性部 七夕まつりで能登の復興をアピール ９ 羽咋市女性部 女性部マルシェを開催
８ 10９

10 野々市市青年部 能登町でボランティア活動

特 集


